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＜共同研究 19＞ 

研究題名： Comet assay の検証 Comet Assay 国際共同研究の実施 

研究成果： In vivoげっ歯類アルカリコメットアッセイの国際バリデーション研究が 2006年に JaCVAM主導で開始され，MMS研究会も

協力した．種々の検討を経て標準化されたプロトコールと，それを用いて 7 か国 14 機関で 40 種類の被験物質を盲検下で評価

した際の良好な成績は，OECDテストガイドライン TG489（2014年 9月発行）の制定に大きく貢献した． 
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